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1．はじめに

多くの日本人競技者にとって，オリンピックや世

界選手権に出場すること，および出場して決勝に進

出することが目標となる．これは，男女のバー種目

においても同様である．今大会，男子走高跳におい

て戸邉，衛藤，佐藤の 3名がエントリーし，フルエ

ントリーを果たした．また，男子棒高跳でも，澤野，

山本，江島の 3名がエントリーし，フルエントリー

を果たした．これらの種目においてフルエントリー

を果たすことは，日本の競技力の底上げがなされて

いることを示しており，東京オリンピックに向けて

極めて心強い．しかし，終わってみると決勝に進出

することができた日本人競技者はいなかったことを

考えると，やはり東京オリンピックでは決勝に進出

することが目標となりそうである．そこで，まず，

ドーハ世界選手権におけるバー種目の予選通過者の

パフォーマンスを主に SB 達成率から検討する．こ

れに加えて，決勝において上位入賞者のパフォーマ

ンスも検討する．

2．男子走高跳

表 1-1 および 1-2 に男子走高跳の予選 A 組およ

び B 組における予選通過者の結果を示した．男子

走高跳の予選通過記録は 2m26 であったが，これは

無効試技の少ない競技者が拾われたためであり，

無効試技数に関係なく予選を通過するためには，

2m29 が必要であった．予選における平均 SB 達成率

は 97.5％であり，予選通過者の平均 SB 達成率は

99.0％，落選者の平均 SB 達成率は 96.4％であった．

なお，予選通過者の標準偏差が 1.30％であったた

め，予選通過者の下限値は SB 達成率で 97.7％であ

り，この記録が予選通過記録の 2m26 に対しては，

表 1-1　男子走高跳予選 A組における予選通過者の結果

表 1-2　男子走高跳予選 A組における予選通過者の結果
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2m31 であり，2ｍ 29 に対しては 2m34 となる．した

がって，東京オリンピックにおいて予選通過の難易

度を今回の世界選手権と同程度と見込むのであれ

ば，2m31から 2m34程度の SBが必要であろう．なお，

今大会では，2m43 の PB を持つ Barshim（QAT）の

SB が 2m27 であった．一方で，2m42 の PB と 2m31 の

SB を持つ Bondarenko(UKR) が NM に終わった．これ

は，両者が前年に負った怪我の影響によるものであ

る．そして，仮に彼らが実力通りの SB を有して世

界選手権に乗り込み，世界選手権において実力通り

の力を発揮したことを想定すると，2m31 から 2m34

という予選通過を目指す際の SB は変動する可能性

のあることを申し添える．

表 1-3 に男子走高跳の決勝における８位入賞者の

結果を示した．決勝における SB 達成率の平均値は，

99.2％であり，この値は決勝進出者の予選における

それと比較して高い値を示した．加えて，決勝にお

いて SB を更新した競技者が 5名みられた．

3．女子走高跳

表 2-1 および 2-2 に女子走高跳の予選 A 組およ

び B 組における予選通過者の結果を示した．女子

走高跳の予選通過記録は 1m92 であったが，これは

無効試技の少ない競技者が拾われたためであり，

無効試技数に関係なく予選を通過するためには，

1m94 が必要であった．予選における平均 SB 達成率

は 96.2％であり，予選通過者の平均 SB 達成率は

97.9％，落選者の平均 SB 達成率は 95.0％であった．

なお，予選通過者の SB 達成率の標準偏差が 1.90％

であったため，予選通過者の SB 達成率の下限値は

96.0％であり，予選通過記録の 1m94 に対しては，

2m02 であり，1m92 に対しては 2m00 となる．した

がって，東京オリンピックにおいて予選通過の難易

度を今回の世界選手権と同程度と見込むのであれ

ば，2m02から 2m程度の SBが必要であろう．しかし，

実際には今大会において 2m02 以上の SB を持ってい

表 1-3　男子走高跳決勝における８位入賞者の結果

表 2-1　女子走幅跳予選 A組における予選通過者の結果

表 2-2　女子走幅跳予選 B組における予選通過者の結果
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たのはLasitskene(ANA)のみであった．このように，

予選通過を目指す目標 SB が高くなったのは，この

Lasitskene（ANA）の SB（PB でもある）が 2 ｍ 06

と吐出して高いことによるものである．また，女子

の SB の標準偏差も 0.04m と男子の倍に当たる．こ

のように，男子と比較して SB のばらつきが大きい

ことが，予選通過を目指す目標 SB を押し上げてい

る要因であろう．

表 2-3 に女子走高跳の決勝における８位入賞者の

結果を示した．決勝における SB 達成率の平均値は

98.9％であり，この値は決勝進出者の予選における

それと比較して高い値を示した．加えて，決勝にお

いて SB を更新した競技者が 4名みられた．

4．男子棒高跳

表 3-1 および 3-2 に男子棒高跳の予選 A組および

B 組における予選通過者の結果を示した．男子棒高

跳の予選通過記録は 5m75 であったが，これは無効

試技の少ない競技者が拾われたためであり，無効試

技に関系なく予選を通過するためには，5m75 が必

要であった．予選における平均 SB 達成率は 96.9％

であり，予選通過者の平均 SB 達成率は 98％，落選

者の平均 SB 達成率は 96.2％であった．なお，予選

通過者の標準偏差が 1.79％であったため，予選通

過者の下限値は SB 達成率で約 96.2％であり，この

記録が予選通過記録の 5m75 に対しては，5m97 であ

り，5m70 に対しては，5m92 である．したがって，

東京オリンピックにおいて予選通過の難易度を今回

の世界選手権と同程度と見込むのであれば，日本記

録と同程度，もしくはそれを超える SB が必要であ

ろう．

表 3-3 に男子棒高跳の決勝における８位入賞者の

結果を示した．決勝における SB 達成率の平均値は

97.5％であり，この値は決勝進出者の予選における

それと比較して低い値を示した．加えて，決勝にお

いて SB を更新した競技者はみられなかった．

表 2-3　女子走高跳決勝における入賞者の結果　

表 3-1　男子棒高跳予選 A組における予選通過者の結果

表 3-2　男子棒高跳予選 B組における予選通過者の結果
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5．女子棒高跳

表 4-1 および 4-2 に女子棒高跳の予選 A 組およ

び B組における予選通過者の結果を示した．女子棒

高跳の予選通過記録は 4m60 であった．予選におけ

る平均 SB 達成率は 96.2％であり，予選通過者の平

均 SB 達成率は 96.3％，落選者の平均 SB 達成率は

96.0％であった．なお，予選通過者の SB 達成率の

標準偏差が 1.70％であったため，予選通過者の SB

達成率の下限値は 94.6％であり，予選通過記録の

4m60 に対しては，4m86 となる．したがって，東京

オリンピックにおいて予選通過の難易度を今回の世

界選手権と同程度と見込むのであれば，日本記録を

表 3-3　男子棒高跳決勝における入賞者の結果　

表 4-1　女子棒高跳予選 A組における予選通過者の結果

表 4-2　女子棒高跳予選 B組における予選通過者の結果

大きく上回る SB が必要であろう．表 4-3 に女子棒

高跳の決勝における８位入賞者の結果を示した．決

勝における SB 達成率の平均値は 98.2％であり，こ

の値は決勝進出者の予選におけるそれと比較して高

い値を示した．加えて，決勝において SB を更新し

た競技者は 6名みられた．

6．全体を通して

ここまでバー種目の予選通過についてシーズン

ベスト達成率から検討してきた．予選通過者の SB

達成率は男子の走高跳で 99％と高い値を示したが，

他の種目は概ね 98％から 96％であった．したがっ
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て，広く認識されているものと推察するが，SB や

PB を更新しなければ予選を通過することができな

いという状況では，そもそも予選を通過することは

困難であると言える．実際に，予選通過者における

PB 更新者と SB 更新者をみると，男子走高跳で PB

更新者と SB 更新者がそれぞれ 1 名，女子走高跳に

おいても PB 更新者と SB 更新者がそれぞれ 1名，男

子棒高跳で PB 更新者が 1名，女子棒高跳では PB 更

新者と SB 更新者ともにみられなかった．したがっ

て，予選通過を目指す際に，SB を，予選通過記録

を上回る水準まで引き上げることが必要であろう．

加えて，決勝におけるパフォーマンスをみると，

全ての種目において男子の棒高跳を除き，予選と比

較して SB 達成率が高く，決勝において SB を更新し

た者が 8位以内に入賞している傾向がみられた．こ

のことは，決勝において入賞を目指すためには，余

力を持った状態で予選を通過し，決勝においてもう

一段レベルアップしたパフォーマンスを示す必要が

ありそうである．男子の棒高跳のように，天候や風

向きなどの外的環境によっては，決勝において SB

更新者が一人もいないような状況は起こりうるが，

ひとたび環境が整うと，上位入賞者は軒並み SB を

更新するパフォーマンスを発揮する．したがって，

決勝において上位を争うためには，日ごろから興奮

状態をコントロールする訓練なども必要であろう．

また，決勝進出者を国別にみると，男子のハイ

ジャンプを除いて，ヨーロッパの競技者が多い傾向

にある．例えば，男子の棒高跳では 14 名中 9名が，

女子の棒高跳では 17 名中 10 名が，女子の走高跳で

は 12 名中 10 名がヨーロッパ諸国の出身である．女

子の走高跳における 12 名中 10 名という状況は特に

顕著であろう．走高跳は，他の陸上競技の種目と比

べて，身長および立位での身体重心高が記録に大き

く影響し，立位での身体重心高は脚の長さと身長に

占める脚の割合が影響することを考えると，女性に

おいてこのような身体的特徴を有する人間が，ヨー

ロッパに多い可能性もあろう．一方で男子の走高跳

では，このようなヨーロッパ偏重傾向はみられな

かった．男子走高跳では，ヨーロッパ 4 名（うち

ANA2 名），オセアニア 1名，アジア 3名，北米 2名，

南米 2名であり，アフリカ大陸を除き，さまざまな

ルーツを持った競技者が決勝に進出した．詳しいこ

とは，人類学の専門家に論を譲る必要があるが，も

し女性において背が高く長い脚を有する人間がアジ

アでは極めて少ない傾向にあれば，このような形態

的に恵まれた競技者は早期に発掘して，陸上競技に

おいて大切に育成するような試みも，特に走高跳の

ように形態的な種目適正が認められるような種目で

は検討すべきかもしれない．

表 4-3　女子棒高跳決勝における入賞者の結果　


